
社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横手福祉センター
増田福祉センター
平鹿福祉センター

TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283

雄物川福祉センター
大森福祉センター
十文字福祉センター

TEL.56－2072
TEL.26－3274
TEL.42－5858

山 内 福 祉 セ ン タ ー
大 雄 福 祉 セ ン タ ー
特別養護老人ホーム平寿苑

TEL.53－3009
TEL.52－3311
TEL.38－7011

特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園
横手市くらしの相談窓口

TEL.22－4561
TEL.42－2510
TEL.32－6101

■横手市社会福祉協議会本部 TEL.36－5377 （市外局番 0182）

横手市社協だより ●発行●横手市社会福祉協議会　〒013－0072 横手市卸町5番10号　TEL.36－5377　FAX.36－5388
E-mail honbu@yokote-shakyo.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

地域の輝く
　大森小学校では、平成28年度から福祉教

育活動推進校として児童の福祉の心を育む活

動に取り組んできました。

　昨年度は「福祉の町・大森の特色を生かし

て、児童の心を耕す」ことを目的に、児童一

人ひとりが福祉活動を体験できるように、各

学年で計画を立てながら大森地域内の福祉施

設への訪問やいきいきサロン参加者との交流

を中心に実施しています。

　施設のご利用者や地域の方から喜んでもら

えるように内容を工夫し、歌の披露のほかに

「ふれあいタイム」でのジャンケンゲームや

肩たたきなど、ふれあうことを大切にするこ

とで自然と相手の気持ちを思いやる心が芽生

えています。

　訪問するときは、最初は緊張と不安でいっ

ぱいだったという児童も、ご利用者や地域の

方が喜んでくれたことで、達成感にかわった

という声もあり、これからも福祉の取組みを

通して地域でも思いやりの心が活かせるよう

に続けていきます。

ふくし

いきいきサロンとの交流の様子
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社協の
事業所紹介 居宅介護支援事業所

　
い
ざ
介
護
が
必
要
な
状
況
に
な
っ
た
時
、「
ど
こ

に
行
っ
た
ら
い
い
の
」「
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
い
」
と
悩
ま
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
で
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
や
利
用
方
法
に
つ
い
て
の
相
談
、
要
介
護

（
要
支
援
）
認
定
の
申
請
手
続
き
の
お
手
伝
い
も
い

た
し
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
方
ら
し
く
生
活
で
き
る

よ
う
、ご
本
人
ご
家
族
と
相
談
し
な
が
ら
、居
宅
サ
ー

ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
作
成
や
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
と
の
連
絡
・
調
整
な
ど
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
社
協
の
強
み
で
あ
る
地
域
と
の

繋
が
り
を
大
切
に
し
、
地
域
住

民
の
皆
様
に
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

事
業
所
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

福祉教育活動推進校　大森小学校

介
護
の
相
談
は

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）ま
で
!!

平寿苑指定居宅介護支援事業所
TEL 0182－38－7010

西部指定居宅介護支援事業所
TEL 0182－26－3274
十文字福祉センター
指定居宅介護支援事業所
TEL 0182－55－2211

横手福祉センター
指定居宅介護支援事業所
TEL 0182－33－8668

雄物川福祉センター
指定居宅介護支援事業所
TEL 0182－56－2077

山内福祉センター
指定居宅介護支援事業所
TEL 0182－53－3207

当会で運営している
居宅介護支援事業所

みんなが主役！ みんなでつくる 人にやさしいまち横手 横手市社会福祉協議会

…4特集：平成30年度 収支決算状況
…2～3特集：平成30年度 事業報告

社協会員の募集が始まります…5
みんなの活動ひろば…6～7

…8サロンd
で
e元気！

生活支援体制整備事業・ふくし作品コーナー…9
ふくし掲示板・善意…10・11
輝く地域のふくし・社協の事業所紹介…12

66号
令和元年

月７

この「横手市社協だより」は、社協会費を活用しています

“人材育成に取り組み
働きやすい事業所”と
して認証されました

大雄地域つどいの場「みんなのカフェ」の様子
　　※ふくし掲示板（10P）に内容を掲載しています。
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平成30年度 事業報告
地域の皆様の参画とご協力を得ながら、地域福祉事業や介護事業を行いました。

主な取り組みをご紹介します

事
業

地
域

福
祉

　
住
民
主
体
に
よ
る
福
祉
活
動
の
推
進
と
活
動
を
担
う
人
材
の
育
成
、
生
活
や
困
り

ご
と
に
対
応
す
る
相
談
事
業
の
強
化
を
図
り
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
地
域
力

の
向
上
と
総
合
相
談
支
援
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
し
た
。

小
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
・

福
祉
座
談
会
の
開
催

　地
域
の
見
守
り
や
必
要
な

支
援
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

を
推
進
す
る
た
め
、
福
祉
関

係
者
や
町
内
会
関
係
者
な
ど

と
の
会
議
を
開
催
。

▼
回
数
：
市
内
一
〇
六
地
区
を

対
象
に
七
十
九
回
、
参
加
者

数
：
延
七
〇
七
人

学
校
が
行
う
福
祉
教
育

活
動
へ
の
協
力

　市
内
の
小
・
中
学
校
、
高

校
、
特
別
支
援
学
校
の
う
ち

二
十
四
校
を
福
祉
教
育
活
動

推
進
校
と
し
て
指
定
し
活
動

助
成
金
の
交
付
や
様
々
な
取

り
組
み
に
協
力
（
指
定
校
以

外
の
学
校
で
も
福
祉
講
座
等

の
開
催
に
協
力
）。

福祉協力員会活動の推進

　地
域
の
交
流
活
動

や
研
修
、
地
域
行
事

へ
の
協
力
な
ど
を
行

う
十
五
地
区
の
福
祉

協
力
員
会
の
活
動
を

推
進
。

災害ボランティア
活動実践研修会の開催　災

害
時
に
求
め
ら
れ
る
支

援
活
動
な
ど
を
学
ぶ
研
修
会

の
開
催
。

▼
参
加
者
数
：
三
十
五
人

　子
ど
も
た
ち
の

”ふ
く
し
の

心
“
を
育
む
た
め
に
、
福
祉
・

介
護
の
現
場
や
災
害
被
災
地
で

の
学
習
会
を
開
催
。

▼
回
数
：
二
回
、
参
加
者
数
：
延

四
十
三
人

ふ
く
し
探
検
隊
の
開
催

輪わ

気き

愛あ
い

相あ
い

ス
ポ
ー
ツ

交
流
会
の
開
催

　障
が
い
者
の
社
会
参
加
や
市
民

の
理
解
促
進
な
ど
を
目
的
と
し
た

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
開
催
。

▼
参
加
者
数
：
一
二
六
名

声
の
広
報
・
点
字
広
報
の
発
行

　視
覚
障
が
い
者
な
ど
へ
生
活
情
報

等
を
提
供
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
協
力
に
よ
り
横
手
市
報
な

ど
を
音
訳
・
点
訳
し
た
広
報
「
声
の

広
報
」「
点
字
広
報
」
を
発
行
。

▼
声
の
広
報
…
発
行
回
数
：
二
十
三
回
、

利
用
者
数
：
延
一
五
三
人

▼
点
字
広
報
…
発
行
回
数
：
二
十
三
回
、

利
用
者
数
：
延
十
四
人

　高
齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

な
ど
を
目
的
と
し
て
、
温
泉
施
設
な
ど

の
八
会
場
で
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
日

帰
り
の
通
い
の
場
）
を
実
施
。

※
本
事
業
は
市
の
事
業
委
託
終
了
に
伴

い
、
今
年
３
月
末
で
終
了
し
ま
し
た
。

▼
利
用
者
数
：
延
一
一
，三
二
七
人

ミニデイサービスの実施

生
活
や

困
り
ご
と
な
ど
の

相
談
対
応

　各
相
談
対
応
窓
口

に
よ
り
市
民
の
生
活

課
題
や
困
り
ご
と
な

ど
の
相
談
に
対
応
。

相談対応窓口（事業）名 相談件数 主な相談内容
無料法律相談所 108 借金、土地、離婚、相続など
無料税務相談所  12 所得税、相続税、譲渡など
くらしの相談窓口 203 収入、借金、税金等滞納、仕事など
在宅介護支援センター 478 介護、施設入所、認知症など
各福祉センターなど 160 生活費、近所関係、福祉サービスなど

事
業

介
護

保
険

　
ご
利
用
者
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、職
員
の
資
質
向
上
な
ど
に
努

め
、居
宅
介
護
支
援
事
業
や
訪
問
介
護
事

業
、通
所
介
護
事
業
、訪
問
入
浴
介
護
事
業

な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
し
た
。

▼
三
施
設
利
用
実
績
…
施
設
入
所
者
数
：
延
六

五
，六
〇
六
人
、
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業

利
用
者
数
：
延
八
，九
九
一
人
、
通
所
介
護

事
業（
平
寿
苑
の
み
）利
用
者
数
：
延
七
，八

七
一
人

　本
会
が
運
営
す
る

三
施
設
で
は
、近
年
、

ご
利
用
者
の
安
全
と

快
適
な
生
活
を
考
え

た
施
設
の
大
規
模
改

修
を
行
っ
て
お
り
、

昨
年
度
は
平
寿
苑
で

浴
室
や
照
明
、
ナ
ー

ス
コ
ー
ル
な
ど
の
改

修
を
行
い
ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営

地域の現状や取り組み
などを確認

地域と合同による避難所運営訓練
（横手高校定時制課程）

福祉車両・機器
などを体験

地域の防災を考える研修

災害ボランティア活動の説明

横手市報を点訳した点字広報

車いすを使ったリレー競争

レクリエーション活動の様子

安全面に配慮された新しい浴室
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収入合計①
2,695,697,400円
収入合計①

2,695,697,400円
支出合計②

2,196,518,440円
支出合計②

2,196,518,440円

事業費支出
　316,983,589円

施設整備等による支出
　255,996,320円

その他の活動による支出
67,755,046円

事務費支出
　68,012,033円

売店事業支出
　18,349,099円

利用者負担軽減額
　　　　200,312円

分担金支出113,300円
助成金支出9,683,000円
負担金支出
　1,668,000円

人件費支出
（退職金含む）
1,457,757,741円

会費収入17,114,990円

障害福祉サービス等事業収入22,845,460円

寄附金収入3,503,564円

売店事業収入21,881,879円

施設整備等による収入
114,706,800円

その他の活動による収入
　　95,858,094円

前期末支払
資金残高

615,455,820円

受取利息配当金収入
36,754円

事業活動による
その他の収入
34,380,893円

事業収入
  7,402,070円

貸付事業収入（償還金）
283,800円

介護保険事業収入
1,571,928,610円

老人福祉事業収入21,021,575円

経常経費補助金収入13,079,489円 受託金収入
156,197,602円

当期末支払資金残高 ①－②
（次年度繰越金） 499,178,960円

収支決算状況平成30年度
社協会費や共同募金配分金、介護保険事業収入などを主な財源として各種事業を実施しました。
なお、決算状況は次のとおりです。

科　　目 内　　容

会費収入
社協会費（一般会費、賛助会費、
特別会費）

寄附金収入 寄附金

経常経費補助金収入
秋田県・横手市からの各補助金、
共同募金配分金

受託金収入
横手市・秋田県社協から委託さ
れている各事業の受託金

貸付事業収入 たすけあい資金の償還金

事業収入
地域福祉事業における参加費・
利用料、山内ゆうらく館の利用料

介護保険事業収入
介護保険事業における介護報
酬・利用者負担金

老人福祉事業収入
軽費老人ホーム運営事業におけ
る横手市からの補助金、利用者
負担金

障害福祉サービス等
事業収入

障害福祉サービス等の事業にお
ける横手市からの受託金、秋田
県国保連合会からの介護給付
費、利用者負担金

売店事業収入 大森病院売店における売り上げ

受取利息配当金収入 預金利息

事業活動によるその
他の収入

障害者雇用調整金、自販機設置
に伴う業者からの電気料負担
金・販売手数料、施設夏祭り売
り上げ、実習生受入謝礼など

科　　目 内　　容

施設整備等による収入
特別養護老人ホーム大規模改修
における横手市からの補助金、
車輌売却による収入

その他の活動による
収入

退職金支給に伴う積立金の取り
崩し

前期末支払資金残高 前年度からの繰越金

収入の部　2,695,697,400円

科　　目 内　　容
人件費支出 人件費 ※退職金含む

事業費支出
各事業の実施に伴う費用
　※主にご利用者に係る費用

事務費支出
各事業の事務に係る費用
　※主に職員に係る費用

売店事業支出 大森病院売店の仕入れ

利用者負担軽減額
介護保険事業における利用者負
担金の法人負担額

分担金支出 秋田県社協への分担金

助成金支出
いきいきサロン・福祉教育活動
推進校・福祉団体への各助成金

負担金支出
秋田県社協へのふれあい安心電
話利用者負担金

施設整備等による支出
特別養護老人ホーム大規模改修
における工事費、器具備品購入費

その他の活動による
支出

退職金積立掛金

支出の部　2,196,518,440円

　社
会
福
祉
協
議
会
は
、
様
々

な
団
体
・
機
関
・
住
民
の
皆
様

と
連
携
、
協
働
し
な
が
ら
「
み

ん
な
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
、
社
協

会
費
を
財
源
と
し
た
様
々
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　地
域
の
福
祉
課
題
の
解

決
に
向
け
て
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
協
働
に
よ
り
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
担
い
手
の
不
足

◎
相
談
し
た
い

◎
地
域
の
見
守
り

◎
除
雪
の
不
安

◎
災
害
時
の
不
安

地
域
の
支
え
あ
い

体
制
づ
く
り

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
推
進
事
業

●

小
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
開
催

●

福
祉
座
談
会
の
開

催

●

住
民
支
え
あ
い

マ
ッ
プ
の
作
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

啓
発
・
人
材
育
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

●

活
動
者
・
団
体
の
支
援
及
び
活

動
調
整

●

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
践

研
修
会

●

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

●

よ
こ
て
父
ち
ゃ
ん
の
楽
校

●

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣

地
域
の
交
流
の
場
・
支
え
あ
い
の
拠
点

い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

●

サ
ロ
ン
立
ち
上
げ
支
援

●

サ
ロ
ン
運
営
補
助
・
活
動
助
成
金
の
交
付

●

サ
ロ
ン
世
話
人
会
議
・
研
修
会
の
開
催

相
談
所
開
設
事
業

●

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

●

無
料
税
務
相
談
所
の
開
設

生
活
課
題
や
困
り
ご
と
に

対
応
す
る
相
談
所
の
開
設

福
祉
協
力
員
活
動
推
進
事
業

●

高
齢
者
世
帯
等
訪
問
活
動

●

民
生
委
員
等
と
連
携
し
た
相
談
対
応

●

子
ど
も
や
高
齢
者
等
と
の
交
流
会

社協会員
加入のお願い

◆募集強調期間　７月１日～９月 30日
◆会員区分・対象
　 ● 一般会員　 700円　　（個人・世帯）
　 ● 賛助会員 1,000円以上（個人・世帯）
　 ● 特別会員 2,000円以上（個人・企業・団体）

※募集強調期間以外でも年間
を通して加入できます。

※期間中、福祉協力員または、
本会役職員が加入のお願い
に伺いますのでご協力をお
願いします。

団
体
・
関
係
機
関
と

連
携
し
た
福
祉
活
動
の
推
進

※平成30年度の詳しい事業報告並びに決算状況については本会のホームページでご確認いただけます。

社
協
会
員
の
募
集
が
始
ま
り
ま
す

社協会費を
財源とした
主な取り組み
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八木地区おためしサロン
“老”知らずの集い

3.4月 /増田町八木多目的集落施設

点字講習会
担い手の育成

2.20水～3.20水 /横手卸センター

お花見会
花の便りに心弾ませ

4.24水～25木 /梨木公園・真人公園

十文字中学校
将来や地域を考える
6.4火 /十文字中学校

百寿お祝いの会
雄水苑ご利用者 川﨑キミエ様

3.27水 /雄水苑

新平川小ネットワーク会議
地域の支えあいづくりに向けて

3.15金 /新平川町内会館

父ちゃんの楽校ボランティア活動
経験を活かし地域貢献
6.7金 /憩寿園中庭

第64回 日本身体障害者福祉大会あきた大会
障がい福祉向上と地域共生社会実現に向けて

5.23木 /秋田県立武道館

ひ ろ ばみんなの活動

　増田町八木地区で健康講話やレクリエー
ションを内容におためしサロンを開催し、
農閑期に頭と身体を使って、笑いながら楽
しく介護予防・健康寿命増進に努めました。

　視覚障がい者への情報提供として活動し
ている点訳ボランティアの養成を目的とし
て５日間の日程で点字講習会を開催し、４
名の方が基礎から点字を学びました。

　憩寿園で毎年恒例のお花見に出かけまし
た。外出当日は天候に恵まれ、綺麗な桜の
下でお茶をしながら会話も弾み、ご利用者
の笑顔も満開になりました。

　企業や団体などが行う地域活性化に向け
た様々な取り組みを聴き、生徒が地域など
を考えることを目的とした“あおぞらキャ
リア講座”で本会職員が講師になり市内
の福祉活動などについて講話しました。

　川﨑キミエ様の百寿お祝いの会が行わ
れ、雄水苑より花束と手作りのお菓子を贈
りました。家族からお祝いの声をかけられ
ると、以前営んでいた銭湯の思い出を話し
てくれました。

　民生委員や福祉協力員、自治会長、いき
いきサロン世話人など12名が参加し、要
支援世帯の見守り体制や空き家の管理状況
などを確認しながら情報交換を行いまし
た。

　父ちゃんの楽校生徒が憩寿園中庭にある
鉄柵の撤去作業を行い、手際よい作業で予
定時間の半分ほどで撤去しました。今回も
父ちゃんたちの腕前に驚かされました。

　日本身体障害者福祉大会が36年ぶりに
秋田県で開催されました。横手市身体障害
者福祉協会連合会より14名の会員が参加
し、障がいへの理解や差別解消などに向け
取り組むことを誓いました。
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サロン
で 元気！de

　
サ
ロ
ン
を
は
じ
め
て
か
ら
今
年
で
二

十
二
年
目
。
昔
か
ら
育
ま
れ
て
き
た
住

民
の
つ
な
が
り
が
あ
る
お
か
げ
で
、
世

話
人
の
交
代
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
、

参
加
者
数
も
開
始
当
時
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
サ
ロ
ン
に
は
、
花
植
え
と
花
の
管
理

を
す
る
ク
ラ
ブ
や
旅
行
の
会
な
ど
様
々

な
活
動
が
あ
り
、
み
ん
な
が
顔
な
じ
み

で
若
い
時
か
ら
「
地
域
の
仲
間
」
で
あ

る
た
め
、
初
め
て
サ
ロ
ン
に
参
加
し
た

方
も
違
和
感
な
く
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

上

　境

い
き
い
き
サ
ロ
ン

横　手

　
子
育
て
中
の
親
同
士
の
交
流
や
地
域

の
仲
間
づ
く
り
を
深
め
る
た
め
に
、
今

年
か
ら
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
よ
う
に
創
作
活

動
を
多
く
取
り
入
れ
、子
ど
も
た
ち
が
多

く
参
加
で
き
る
よ
う
に
開
催
日
を
日
曜

日
に
設
定
し
て
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　
初
回
の
サ
ロ
ン
で
は
陶
器
な
ど
に
様

々
な
絵
柄
を
張
り
付
け
る
〝
ポ
ー
セ

ラ
ー
ツ
〞
を
行
い
、
皆
さ
ん
真
剣
に
絵

柄
や
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、
世
界
に
一
つ

だ
け
の
マ
グ
カ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
た
。

松

　田

い
き
い
き
サ
ロ
ン

大　森

　
芋
の
子
会
な
ど
の
季
節
に
ち
な
ん
だ

活
動
や
一
人
き
り
で
過
ご
す
こ
と
の
な

い
よ
う
、
み
ん
な
で
語
り
合
え
る
昼
食

交
流
会
を
開
催
し
、
誰
も
が
喜
ぶ
活
動

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　「
サ
ロ
ン
を
運
営
で
き
る
こ
と
」「
地

域
に
サ
ロ
ン
が
あ
る
こ
と
」「
元
気
に

サ
ロ
ン
に
参
加
で
き
る
こ
と
」
に
世
話

人
含
む
参
加
者
全
員
が
感
謝
し
、
こ
の

居
場
所
を
と
て
も
大
事
に
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
こ
の
素
敵
な
サ
ロ
ン
を
守

り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

真

　角

い
き
い
き
サ
ロ
ン

十文字

生 体支活 制援
事整 業備 支えあいの地域づくり

みんながいきいきと暮らせる

第９回

横手地域生活支援協議体「よこて支えあいネット」の取り組み

　よこて支えあいネットでは「みんなが気軽に声を掛

け合える地域づくり」を目標に掲げ、福祉関係者や婦

人会、ＮＰＯや子育てサークルなどの方々を構成員と

して、次のような取り組みを行っています。

　地域で行われている交流や支えあいの活動、伝統

文化などを、お互いのつながりを深める地域の「お宝」

としてとらえ情報把握を進めました。また、お宝の

取り組みが今後も継続し、さらに広がるように把握

した情報をまとめたチラシを全戸配布しました。

　現在はお宝の取り組みを活かしながら元気で安心

して暮らすことのできる地域づくりを進めるための

モデル地区を設置しており、地域の皆さんと一緒に

考えながら取り組んでいきます。

地域のお宝を周知する
「よこて支えあいネットだより」

「お宝」の取り組みがどんどん地域に広がるように

主な取り組み
●地域のお宝の把握と情報発信
●課題把握や支えあいを広める仕組み
づくりの推進

あなたの ～わ
たしの～

　テ
ー
マ
に
沿
っ
た
福
祉
に
関
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　作
品
の
種
類
は
、
絵
や
川
柳
、
標
語
な
ど
の
ほ
か
、
家
庭
や

地
域
、
施
設
な
ど
で
活
動
し
て
い
る
様
子
の
写
真
や
み
ん
な
で

協
力
し
て
作
成
し
た
作
品
な
ど
の
写
真
で
も
結
構
で
す
。

募集要項

◉
テ
ー
マ
　「
支
え
あ
い
」

◉
応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
応
募
方
法
　
作
品
と
作
品
に
対
す
る
思
い
や
説
明
、
氏
名

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）、
連
絡
先
（
電
話
番
号
や

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
）
を
記
入
し
て
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
や
ハ
ガ
キ
、e

-
m
ail

で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）

　
　
　
　
　
　
※
写
真
な
ど
の
場
合
はe

-
m
ail

に
添
付
し

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
※
必
ず
作
品
に
対
す
る
思
い
や
説
明
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

◉
応
募
先
　
横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会 

ふ
く
し
作
品

コ
ー
ナ
ー
係

　
　
　
　
　
　
〒
０
１
３

－

０
０
７
２ 

秋
田
県
横
手
市
卸

町
５

－

10

　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
１
８
２

－

36

－

５
３
８
８

　
　
　
　
　
　e

-
m
ail

：tii
k
i
@
yo
k
ot
e
-
s
h
a
k
yo.j
p

◉
掲

載
　
寄
せ
ら
れ
た
作
品
を
選
考
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
次
号
の
社
協
だ
よ
り
に
作
品
と
作
品
へ

の
思
い
や
氏
名
な
ど
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

身
近
に
あ
る
た
く
さ
ん
の

福
祉
作
品
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ふくし作品コーナー
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ふくし掲示板

　ボランティアが、お一人暮
らしの方などへ電話をかけ、
安否確認や見守り活動も兼ね
たお話し相手となる“声の訪
問活動”を行っています。利
用を希望される方やボランテ
ィアを募集していますので、
興味のある方はぜひご連絡く
ださい。
◆問い合わせ／横手福祉セン
ター ☎33－8668

　視覚障がい者が参加できる
ようにルールを変更した卓球
の球拾いや練習相手になって
くれる方を募集しています。
興味がある方は、練習の見学
にお越しいただくか、一度ご
連絡ください。
◆練習日時／毎週水曜日の午
前10時～午後３時
◆場所／すこやか横手
◆問い合わせ／横手福祉セン
ター ☎33－8668

　心身のリフレッシュや冷え
性の改善などに効果があるア
ロマハンドケアの活動を一緒
に行ってくれる方を募集して
います。活動日に是非一度お
越しください。
◆活動日／毎月最終木曜日
◆会場／ね・ま～れ
◆内容／アロマオイルを使用
したハンドトリートメント
◆問い合わせ／アロマハンド
香の美：伊藤
☎080－6041－5775

　大雄地域の子どもから高齢
者まで誰でも気軽に集える居
場所を開催しています。
◆日時／毎週、水・金の午前
９時～午後４時
◆会場／大雄地域福祉センタ
　ー和室等
◆内容／語り合いや趣味活動、
　交流など
◆参加費／無料（趣味活動な
ど必要に応じて自己負担有）
◆その他／申込みの必要はあ
りません。都合のつく時間
に自由にお越しください。
◆問い合わせ／大雄福祉セン
ター ☎52－3311

　何かお話がしたい方や会場
の近くまで来た方など、ふら
～っと気軽に立ち寄って誰で
もフラットに語り合える場を
開催しています。
◆期日／７月24日（水）、８月
23日（金）
◆時間／午前10時～午後１時
◆会場／横手市交流センター
Ｙ2ぷらざ １階 オープンス
ペース

◆内容／語らい、講話、体操
など
◆参加費／無料
◆その他／どなたでも参加で
きるので、都合のつく時間
に自由にお越しください。
◆問い合わせ／本部地域福祉
課 ☎36－5377

　様々な理由で学校や塾など
に行くことができないけれど
も、将来に向けて自主的に勉
強したい児童生徒を募集して
います。
◆支援内容／授業や勉強でわ
からなかったところを質問
形式のマンツーマンで教え
てくれます。
◆日時／毎週土曜日の午後４
時～午後６時
◆会場／横手市中央公民館
（横手市女性センター）
◆対象者／小学１年生から高
校３年生まで
◆参加費／無料
◆その他／利用には事前の申
し込みが必要です。
◆問い合わせ／本部地域福祉
課 ☎36－5377

声の訪問ボランティアの
会員と利用者募集

大雄地域つどいの場
「みんなのカフェ」の開催

学びや横手（無料学習支援）の
生徒募集

ふらっとカフェの開催

アロマハンド 香
か

の美
み

会員募集

サウンドテーブルテニスの
ボランティア募集

善意
平成31年３月１日～令和元年５月31日受付分ありがとうございました

相談所のお知らせ　　　　　　７～９月

◉無料法律相談所【受付窓口：平鹿福祉センター ☎24－3283】
※３日前までに予約が必要。お一人30分まで▲

７月22日（月）10：00～12：00　大雄地域福祉センター▲

８月７日（水）13：00～15：00　Ｙ２ぷらざ▲

８月16日（金）10：00～12：00　増田地域局▲

８月23日（金）10：00～12：00　雄物川在宅介護支援センター▲

９月４日（水）13：00～15：00　Ｙ２ぷらざ ▲

９月18日（水）10：00～12：00　大森コミュニティセンター▲

９月30日（月）10：00～12：00　平鹿町ゆとり館

◉無料税務相談所【問合せ ☎33－8668】※予約不要▲

８月８日（木）、９月12日（木）9：30～12：00　Ｙ２ぷらざ ３階

◆佐々木良文様（大雄・新町）
〈10,000円〉

◆北島　恒一様（大森・砂間内）
◆よねや商事㈱様
◆ラーメン神蔵横手店様
◆よこて市商工会女性部様
◆ラーメン神蔵十文字店様
◆ハイレンデムジーク様
◆醍醐婦人会様

◆横手建設㈱様
〈タオル・プルタブ〉

◆㈲佐藤養助平鹿工場様
〈稲庭うどん〉

◆雄川大学 学生一同様
〈ＢＯＸティッシュ〉

◆横手ライオンズクラブ様
〈清浄用タオル〉

◆大雄小学校様〈お米〉
◆立正佼成会 法輪クラブ様

〈介護用タオル・布切れ〉

◆佐々木廣志様（山内・大沢）
◆近江　チエ様（雄物川・末館）
◆小家　秋子様（大雄・槻の木団地）
◆日本国誠流尚吟会
　　　　　 横手教室様
◆コーラス・アイリス様
◆十文字 スワンコーラス様
◆アンサンブル・リベラ様
◆新日本舞踊 宝扇流 秀宝会様
◆北東北民謡・津軽三味線
　　　　　 黒澤会秋田支部様
◆NISHIPIYO様
◆横手囃子保存会 平城支部様
◆アンダンテの会様
◆傾聴ボランティア
　　　　　「ひまわり」様
◆とっぴんぱらりのプー様
◆雄物川手話サークル様
◆傾聴ボランティア
　　　　　「ささやき」様
◆スーパーモールラッキー様
◆十文字ライオンズクラブ様

◆佐藤　勝彦様（十文字・旭団地）
◆堀田　愛子様（十文字・本町）
◆神原　　實様（十文字・西上）
◆雄物川小学校様
◆十文字地域
　　 老人クラブ連合会女性部様
◆ＪＡ秋田ふるさと
　　 女性部雄物川支部様
◆梨木婦人部様
◆ボランティアグループ
　　　　 　「わたぼうし」様
◆十文字地区婦人会様
◆三重婦人会様

◆安藤　詔子様（横手・上真山）
◆鈴木　了子様（横手・上内町）
◆鈴木由紀子様（平鹿・浅舞）
◆三梨　敦子様（横手・南町）
◆堀江　茂寿様（横手・間明田）
◆長谷山昌子様（大森・小詰沢）
◆佐々木久一様（山内・小松川）
◆佐々木高雄様（山内・黒沢）
◆佐々木　博様（山内・黒沢）

寄付金など

物　品など

ボランティア・協力団体など

大雄小学校様よりお米を寄贈
いただきました

立正佼成会法輪クラブ様より介護用タオ
ル・布切れを寄贈いただきました

雄川大学学生一同様よりＢＯＸティッ
シュを寄贈いただきました

寄付金や物品などをお寄せいただいた皆様、ボランティア活動にお越しいただいた皆様をご紹介しています。
また、寄付金額や物品名は、承諾をいただいた方のみ掲載しています。※順不同



社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横手福祉センター
増田福祉センター
平鹿福祉センター

TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283

雄物川福祉センター
大森福祉センター
十文字福祉センター

TEL.56－2072
TEL.26－3274
TEL.42－5858

山 内 福 祉 セ ン タ ー
大 雄 福 祉 セ ン タ ー
特別養護老人ホーム平寿苑

TEL.53－3009
TEL.52－3311
TEL.38－7011

特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園
横手市くらしの相談窓口

TEL.22－4561
TEL.42－2510
TEL.32－6101

■横手市社会福祉協議会本部 TEL.36－5377 （市外局番 0182）

横手市社協だより ●発行●横手市社会福祉協議会　〒013－0072 横手市卸町5番10号　TEL.36－5377　FAX.36－5388
E-mail honbu@yokote-shakyo.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

地域の輝く
　大森小学校では、平成28年度から福祉教

育活動推進校として児童の福祉の心を育む活

動に取り組んできました。

　昨年度は「福祉の町・大森の特色を生かし

て、児童の心を耕す」ことを目的に、児童一

人ひとりが福祉活動を体験できるように、各

学年で計画を立てながら大森地域内の福祉施

設への訪問やいきいきサロン参加者との交流

を中心に実施しています。

　施設のご利用者や地域の方から喜んでもら

えるように内容を工夫し、歌の披露のほかに

「ふれあいタイム」でのジャンケンゲームや

肩たたきなど、ふれあうことを大切にするこ

とで自然と相手の気持ちを思いやる心が芽生

えています。

　訪問するときは、最初は緊張と不安でいっ

ぱいだったという児童も、ご利用者や地域の

方が喜んでくれたことで、達成感にかわった

という声もあり、これからも福祉の取組みを

通して地域でも思いやりの心が活かせるよう

に続けていきます。

ふくし

いきいきサロンとの交流の様子
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社協の
事業所紹介 居宅介護支援事業所

　
い
ざ
介
護
が
必
要
な
状
況
に
な
っ
た
時
、「
ど
こ

に
行
っ
た
ら
い
い
の
」「
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
い
」
と
悩
ま
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
で
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
や
利
用
方
法
に
つ
い
て
の
相
談
、
要
介
護

（
要
支
援
）
認
定
の
申
請
手
続
き
の
お
手
伝
い
も
い

た
し
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
方
ら
し
く
生
活
で
き
る

よ
う
、ご
本
人
ご
家
族
と
相
談
し
な
が
ら
、居
宅
サ
ー

ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
作
成
や
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
と
の
連
絡
・
調
整
な
ど
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
社
協
の
強
み
で
あ
る
地
域
と
の

繋
が
り
を
大
切
に
し
、
地
域
住

民
の
皆
様
に
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

事
業
所
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

福祉教育活動推進校　大森小学校

介
護
の
相
談
は

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）ま
で
!!

平寿苑指定居宅介護支援事業所
TEL 0182－38－7010

西部指定居宅介護支援事業所
TEL 0182－26－3274
十文字福祉センター

指定居宅介護支援事業所
TEL 0182－55－2211

横手福祉センター
指定居宅介護支援事業所
TEL 0182－33－8668

雄物川福祉センター
指定居宅介護支援事業所
TEL 0182－56－2077

山内福祉センター
指定居宅介護支援事業所
TEL 0182－53－3207

当会で運営している
居宅介護支援事業所

みんなが主役！ みんなでつくる 人にやさしいまち横手 横手市社会福祉協議会

…4特集：平成30年度 収支決算状況
…2～3特集：平成30年度 事業報告

社協会員の募集が始まります…5
みんなの活動ひろば…6～7

…8サロンd
で
e元気！

生活支援体制整備事業・ふくし作品コーナー…9
ふくし掲示板・善意…10・11
輝く地域のふくし・社協の事業所紹介…12

66号
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この「横手市社協だより」は、社協会費を活用しています

“人材育成に取り組み
働きやすい事業所”と
して認証されました

大雄地域つどいの場「みんなのカフェ」の様子
　　※ふくし掲示板（10P）に内容を掲載しています。


